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●　動衛研ニュース　●

海外出張報告

MURAKAMI　Kenji

　村 上　賢 二
IWAMOTO　Seiko

動物医薬品検査所　指導課長　岩 本　聖 子

１．概　要
　NCAH・カンファレンスルームにおいて第45回
家畜・家禽疾病専門部会日米合同会議が開催され
た。まず始めに国立獣医サービスラボラトリー
（NVSL）所長のDr. Lautnerの開会挨拶に続いて、
獣医生物製剤センター（CVB）所長Dr. Hill、国立
動物疾病研究所（NADC）所長Dr. Zuelkeの挨拶が
あり、日本側から坂本研究管理監の挨拶があった。
その後、坂本研究管理監から「日本で2010年に発
生した口蹄疫」についての発表を筆頭に全21演題
（うち日本側９演題）が発表され、それぞれの演題
について活発な質疑応答がなされた。

２．新施設見学
　会議終了後、昨年完成した500億円の施設を見学
した。入室管理の厳しい管理棟エリア１階を入ると
教育用の実習室、カンファレンスルーム（今回会議
を実施した場所)、２階には事務部門、所長オフィ
ス、図書館、カフェテリア等。研究室エリアは４層
構造になっており、入り口には認証性のセキュリ
ティゲート。１階から３階までは同様の構造で、１
階がBSL１エリア（通常はBSL２レベルで運用)、２
階がBSL２エリア、３階がBSL３エリアとなってい
る。４階部分は機械室。地下には実験機器等の修理
調整部門、洗浄室、ガラス機器や実験器具、試薬・
試験用培地等の供給センターがある。

３．米国農務省プラムアイランド動物疾病センター 
　　への訪問
　大変セキュリティの厳しい施設として知られる
ニューヨーク州ロングアイランドにあるプラムア

イランド動物疾病センター（PIADC）を訪れる機
会をUJNRの会議後に得た。PIADCでは、USDAの
Agricultural Research Service（ARS）部門の海外動
物疾病研究リーダーであるDr. RodriguezからPIADC
の概要とFMDの国際的研究ネットワークについて
説明を受けた。また、現在PIADCのカンザス州マン
ハッタンへの移転（2018年）が計画されており、
その新施設の設計図では、北側のBSL3動物実験エ
リア（牛25頭規模の実験室が２室、その他多数の
飼育室を有する)、南側のBSL3研究室エリア、東
側のBSL3GMP (｢医薬品および医薬部外品の製造
管理および品質管理の基準（Good Manufacturing 
Practice)｣) エリアに囲まれた形で、中央にBSL4
エリアが配置されている。BSL4の大動物実験エ
リアでは、大型動物が 6頭程度飼育でき、リフト
バレー熱等の人獣共通感染症を取り扱う予定だと
いう。新施設の予算規模は、700億円～900億円
に上り、莫大な予算である。日本側からは、日本
での口蹄疫発生および抗ウイルス薬の口蹄疫ウイ
ルス増殖抑制効果に関する 2題の口蹄疫関連の発
表を行い、活発な質疑応答がなされた。翌日（8
日）には、ARSの主たる研究者の間で今後の口蹄
疫に関する共同研究の検討（坂本担当）と平行し
て、国土安全保障省（DHS）の生物学的安全主任
者（Biological Safety Officer）であるThomas J. 
Sawicki氏にPIADCの組織およびBiological safetyに
ついて説明を受けた（岩本課長、秋庭主任研、村上
上席研の３名で対応)。国土安全保障省の施設管理
担当部署に消防署長、安全主任者（Biosafetyおよ
びRadiationsafetyを兼任)、Biosurety（特定病原体
の安全管理とのこと）担当者、労働衛生担当者（医
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官、看護士が含まれる)、病原体の運搬担当者、そ
の他テクニシャン、事務官、契約職員（安全管理、
教育研修助手、バイオテクニシャンなど）が業務
に当たっている。PIADCには400ものHEPAフィル
ターがあり1年に1回の点検は無理なことから、３
～４年に1回の頻度で点検を行っている。

所　感
　過去にUJNRで発表したこともあるし、米国での会
議では発表を依頼したこともある。また、最近では、
国内での会議の際に座長を仰せ付かることが多かっ
た。今回、初めて、日本側代表として米国側開催会議
に出席して、かの有名なエイムスの研究所を訪れた。
すごい施設ができていると噂には聞いていたが、500

億円の施設とはこのようなものかと驚かされた。
　ここ数年、海外の研究施設（ドイツ、ポーラン
ド、PirblightとWeybridgeのイギリス２研究施設）
を視察させてもらったが、施設、予算の両面におい
て最大級の規模（動衛研ニュースNo.30「東欧にお
ける高度封じ込め施設の実態に関する調査」参照）
である。管理職はもとより研究者の方々にも是非と
も一度は見て頂きたい。今後プラムアイランドの施
設がさらに700億円以上の新しい施設をカンザスに
建設すると聞いて驚いたところ、対応してくれた研
究リーダーからは「問題は、建物ではなくて中身だ
よ」と言われたが、それは持てる者の言う台詞であ
る。本気でつくばの本館を建て替えるぐらいの計画
を練ってみてはどうだろうか。
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